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市政だより
人口の動き 法律相談日

8月1日現在前月比11 9月22日 (木)

人口計62，453-3411 9時30分-15時
男 30，025-47 !I 

11市役所市民相談室
女 32，428+ 13 11 

世帯数17..120-1  11 お気軽にどうぞ
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務さんご苦労さまでした

“クリーンー大村"をめざし
市民憲章推進協議会(森福治会長〉と市衛生組織連

合会 (今回正夫会長〉主催による市民大清掃が、 環境

美化週間の 8:月21日、県民大清掃と合せて行われまし

た。

市役所玄関前の中央会場では、 各団体や個人参加の

人など 700人が参加して開会式があり 、との 1年間環

境美化などに貢献された人たちの表彰のあと、 2班lζ

分れて旧円融寺庭園 と大村公園一帯の清掃を行いまし

市民大清掃
Tこ。

展調される また、各町内や家庭でも一斉に行われ、美しい住み

よい大村をつくるため、市民総ぐ るみの大清掃が展開

されました。

みなさんのご協力ありがとう ございま した。
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老

人

福

祉

週

間

~

敬
老
金

九
月
十
五
白
か
ら
一

週
間
は
老

人
福
祉
週
間
で
す
。

叩
歳
以
上
に
敬
老
金

九
月
十
五
日
現
在
で
市
内
に
一

年
以
上
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

ま
た
は
外
国
人
登
録
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
七
十
歳
以
上
の
人
に
次

の
と
お
り
敬
老
金
を
支
給
し
ま
す

※ 

な

ど

支

給

9
月
刊
日
l
幻
自

支
給
金
額

七
十
歳

t
七
十
四
歳

五
千
円

七
十
五
歳

t
七
十
九
歳
八
千
円

八
十
歳

l
八
十
四
歳
一
万
円

八
十
五
歳

l
八
十
九
歳

一
万
二
千
円

一
万
五
千
円

支
給九

九期十
月間歳
十以
九上
目

十
日

向

陽

寮

子
供
の
家

該
当
さ
れ
る
人
に
は
支
給
日
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ
の
通

知
書
と
印
か
ん
を
持
参
し
て
指
定

の
場
所
で
お
受
取
り
下
さ
い
。

卯
歳
に
な
ら
れ
た
人
に

記
念
写
真
と
記
念
品
を

贈
呈昨

年
九
月
十
六
日
か
ら
本
年
九

月
十
五
日
ま
で
の
聞
に
九
十
歳
に

な
ら
れ
た
人
に
は
額
縁
入
り
記
念

写
真
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
人
に
は
撮
影
の
日

程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ね
た
き
り
老
人
に

見
舞
金

ミ
で
摘
み
と
っ
て
い
ま
し
た
。
一

子
供
た
ち
は
摘
と
っ
た
あ
と
、
-

ぶ
ど
う
棚
の
下
で
、

取
り
た
て
の
↑

大
き
な
粒
を
口
一

杯
に
ほ
う
ば
り
…

お
い
し
そ
う
に
み
ん
な
で
食
べ
て
一

い

ま

し

た

。

一

帰
り
に
は
一
人
ニ
房
ず
つ
お
み
一

や
げ
に
も
ら
い
、
二
学
期
を
前
に
一

楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
を
つ
く
…

り
ま

し
た
。

…

の
子
供
た
ち
を

ぶ
ど
う
狩
り
に
招
待

鈴
田
で
巨
峰
ぶ
ど
う
園
を
経
営

さ
れ
て
い
る
寺
井
美
富
治
さ
ん
は

八
月
二
十
二
日
「
光
と
緑
の
園
向

陽
寮
」
と
「
子
供
の
家
」
の
子
供

た
ち
百
四
十
人
を
、
巨
峰
ぶ
ど
う

狩
り
に
招
待
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
初
め
て
の
ぶ
ど
う

狩
り
で
、
ふ
く
ろ
の
中
を
の
ぞ
き

な
が
ら
、
よ
く
う
れ
て
い
る
の
を

み
つ
け
る
と
、
用
意
さ
れ
た
ハ
サ

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

九
月
十
五
日
現
在
、
六
十
五
歳

以
上
で
市
内
に
一

年
以
上
居
住
し

六
ヶ
月
以
上
の
ね
た

き

り
老
人

(
八
月

一日
号
市
政
だ
よ
り
で
詳

報
)
に
見
舞
金

一
万
八
千
円
を
支

給
し
ま
す
。

老
人
作
品
展
を
開
催

八
月
十
五
日
号
市
政
だ
よ
り
で

募
集
し
た
創
作
品

(手
芸
品
、
工

芸
品
、
書
、
画
、
盆
栽
)
を
展
示

し
ま
す
。

開
催
期
間

九
月
十
三
日

l
十
七
日

展
示
会
場

市
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー

入
浴
料
の
特
別
奉
仕

公
衆
浴
場
組
合
で
は
七
十
歳
以

上
の
人
に
、
九
月
十
五
日
か
ら
二

十
一
日
ま
で
、
一
人
一

回
入
浴
料

の
無
料
奉
仕
を
し
ま
す
。

奉
仕
を
受
け
ら
れ
る
人
は
老
人

保
健
手
帳
を
提
示
し
て
下
さ
い。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
さ
く
ら
荘
)
を

無
料
開
放

市
内
居
住
者
で
六
十
歳
以
上
の

人
に
九
月
十
四
日

(
日
曜
日
)
か

ら
九
月
十
六
日
(
火
曜
日
)
ま
で

無
料
開
放
し
ま
す
。

期
間
中
に
は
講
話
、

敬
老
演
芸

会
な
ど
催
し
ま
す
。

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

愛を職場を励ましを

身 障 害 者 一 寸

Lー雇用促進月開始まる

'じ、

労
働
省
は
全
国
各
公
共
職
業
安

定
所
を
中
心
と
し
て
、

心
身
障
害

者
の
社
会
復
帰
な
ど
を
推
進
す
る

た
め
、

毎
年
九
月
を
心
身
障
害
者

雇
用
促
進
月
間
と
し
て
各
種
の
催

を
行

っ
て
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
が
昨

年
十
月

一日
に
改
正
さ
れ
、
そ
の

一つ

の
柱
は
、
事
業
主
の
身
体
障

害
者
雇
用
義
務
が
強
化
さ
れ
た
乙

と
で
す
。

従
来
の
身
体
障
害
者
雇
用
の
努

力
義
務
が
法
的
義
務
に
強
化
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
身
体
障
害
者
の
範
囲
が
改

正
さ
れ
身
体
障
害
者
障
害
程
度
等

級
表

(身
体
障
害
者
福
祉
法
)
の

一
級

t
六
級
の
障
害
を
有
す
る
人

及
び
七
級
の
障
害
手
二
以
上
重
復

し
て
有
す
る
人
と
な

っ
て
い
ま
す

大
村
公
共
職
業
安
定
所
で
は、

各
種
援
護
制
度
を
充
分
利
用
さ
れ

一
人
で
も
多
く
の
心
身
障
害
者
を

職
場
に
迎
え
て
頂
き、

職
場
の
人

々
の
温
か
い
思
い
や
り
と
共
に
、

事
業
主
の
積
極
的
な
理
解
の
も
と

に
社
会
復
帰
出
来
る
乙
と
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

お
も
な
制
度

。
職
場
適
応
訓
練

雇
入
れ
る
前
に
、一

年
間
実
務

に
つ
い
て
訓
練

そ
の
問
、
本
人
へ

月
額
五
万
九

千
円
、
事
業
主

へ一

万
千
円
が

支
給
さ
れ
ま
す

O
身
体
障
害
者
雇
用
奨
励
金

安
定
所
の
紹
介
に
よ
り
雇
用
さ

れ
た
事
業
主
に
対
し
て
、
一
年

間
月
額

一
万
二
千
円

l
一
万
四

千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す

O
作
業
施
設
・
備
品
設
備
資
金

身
体
障
害
者
の
就
業
を
容
易
に

す
る
た
め
、
作
業
施
設
及
び
備

品
設
備
の
資
金
を
貸
し
出
し
ま

す

融
資
率
八
O
Mm
l
九
O
労

な
お
、

大
村
公
共
職
業
安
定
所

で
は
手
話
協
力
員
を
設
置
し
毎
月

第
二、

第
四
火
曜
日
に
、

ろ
う
あ

者
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
心
身
障
害
者
相
談
員
も

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
新
規

に
お
出
に
な
る
人
は
身
体
障
害
者

手
帳
を
ど
持
参
下
さ
い。

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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公害のないきれいな町に ※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

例条全保境環

最
近
良
好
な
生
活
環
境
や
清
ら

か
な
自
然
環
境
の
も
と
で
、
快
適

-ー…ー…ー…一...・ー…・ー…ー…一一且ー…ー…一一一-
h. 

11月1日から施行

な
生
活
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
快
適
な
生
活
環
境

を
保

っ
て
い
く
た
め
に
は
、
公
害

の
防
止
や
無
秩
序
な
開
発
を
お
さ

え
る
機
関
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
環
境
保
全
条
例
は
、
法

令
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を

除
い
て
、
市
民
の
生
活
に
密
着
し

た
事
項
を
市
、
事
業
者
、

市
民
が

一
体
と
な
っ
て
対
処
し
て
い
く
た

め
に、

本
年
五
月
市
議
会
の
議
決

を
う
け
、
十
一
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
条
例
は
次
の
二
十
条

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

第

一
章
総
則
は
、
第

一
条
か
ら

第
五
条
ま
で
で
、
目
的
、
用
語
の

定
義
、
市

・
事
業
者

・
市
民
の
責

務
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
市
の
実

施
す
る
環
境
保
全
に
関
す
る
施
策

に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

第
二
章
環
境
保
全
は
、
第
六
条

か
ら
第
十
五
条
ま
で
で
、
土
地
開

発
に
つ
い
て
は
、

千
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の
及
び
建
築
物
の
建
築
に

つ

い
て
は
、

市
長
の
同
意
を
得
る
乙

と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
「
都
市
計
画
区
域
内
」
の
も
の

で
す
。

ま
た
、

緑
化
の
推
進
、

空
閑
地

の
維
持
管
理

・
利
用

(
チ
ビ

ッ
子

広
場
)、

公
共
地
域
な
ど
の
環
境

保
全
、
排
水
の
処
理
、
家
畜
飼
養

つ
で
競
い
ま
し
た
。

一

ま
た
、
島
で
は
、

学
生
時
代
の
一

応
援
風
景
も
に
ぎ
や
か
に
再
現
さ
…

れ、

若
き
日
の
思
い
出
に
ひ
た
っ

て
い
ま
し
た
o

-

同
窓
会
は
、
乙
の
レ

l
ス
を
年

一

中
行
事
と
し
て
実
施
す
る
考
え
で
一

あ
り
、

来
年
も
に
ぎ
や
か
に
再
現

↑

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
高
同
窓
会
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

大
村
高
校
同
窓
会
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
実
行
委
員
会
(
山
口
義
範
委
員

長
)
は
、

八
月
二
十
一
日
寺
島
沖

で、

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
を
行
い
ま
し

た
。二

十
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
は、

同
窓
会
の
た
び
に

待
ち
望
ま
れ
て
い
た
も
の
で
、
五

百
メ
ー
ト
ル

の
コ

l
ス
を
四
隻
ず 初

年

ぶ

り

に

復

活

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

施
設
な
ど
の
維
持
管
理
な
ど
の
規

定
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
環
境
の

保
全
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

乙
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

第
一二
章
公
害
防
止
は
、
第
十
六

条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
で
、
公
害

の
監
視
及
び
公
表
、
公
害
防
止
施

設
の
整
備
、
公
害
防
止
協
定
、
指

導
勧
告
、
助
成
の
規
定
が
あ
り
、

施
設
の
設
置
改
善
や
資
金
の
あ
っ

せ
ん
及
び
助
成
に
努
め
る
乙
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
町
内

会
長
を
通
じ
班
単
位
に
お
知
ら
せ

し
ま
す。
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~

お

医

者

さ

ん

に

か

か

ま

た

、

国
保
事
業
を
支
障
な
く
こ
と
は
保
険
財
政
に
大
き
な
負
担
ん

い

る

こ

と

は

な

い

の

に

そ

運
営
し
て
い
く
根
幹
は
、
被
保
険

を
与
え
る
乙
と
に
な
り
、
ま
た
中

ん

者
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
に
に
は
財
産
保
全
的
に
、
あ
る
い
は
v

v
れ

で

も

一

定

額

の

保

険

あ
り
ま
す
。

装

飾

的
に
行
わ
れ
る
も
の
も
あ
り

~

汎

税

を

納

め

な

け

れ

ば

な

保
険
税
は
納
期
内
に
納
め
る
よ

ま

す
の
で
、
乙
う
い
っ
た
も
の
は
V

(

ら

な

い

の

は

お

か

し

い

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

保

険

給

付

の
対
象
と
さ
れ
ま
せ
ん
め

~

ど

う

し

て

も

国

保

に

入

す

な

わ
ち
自
己
負
担
と
な
り
ま
(

、-A

}

っ

て

い

な

け

れ

ば

な

ら

Hi--J

ヵ

す
。

~

.
山

内

火

一

日

「

'

こ

の

よ

う
に
、
現
在
と
ら
れ
て
川

♂

な

い

も

の

で

し

ょ

う

か

…

.

寸

ノ

い
る
制
度
は
、
保
険
給
付
と
自
白
川

仇

医
療
保
険
の
制
度
を
維
持
し
て

…

相

…

で

診
療
の
二
本
立
と
な
っ
て
い
ま
す
ゾ

叫
い
く
た
め
に
は
、
国
民
の
す
べ

て

…

保

…

じ

む
し
歯
の
治
療
や
入
歯
な
ど
歯

市

)
が
な
ん
ら
か
の
保
険
に
加
入
し
て

…
d

…

¥

の
治
療
に
つ
い
て
は
歯
科
医
師
と
九

品
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

…

国

…

右

よ

く

話
し
あ
っ
て
く
だ
さ
い
o

v

A

そ
し
て
、

国
保
に
加
入
す
る
こ

ど

※
十
四
日
以
内
に
届
け
出
を
い

γ

と
は
、
個
人
の
自
由
意
思
に

ま

か

世

帯

主
は
、
自
分
の
世
帯
に
属

ん

~
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
国
民
健
康
保

歯
の
治
療
の
果
険
袷
付
と
自
白

川

ィ

す

る

被
保
険
者
の
資
格
に
異
動
が

~

J

険
法
の
規
定
に
よ
る
強
制
加
入
で
診
療
に
つ
い
て

あ
っ
た
と
き

(
他
の
保
険
に
入
っ
〉

一
す
か
ら

「お
医
者
さ
ん
に
か
か
ら
歯
科
医
療
で
ま、

通
常
必
要
と

ー

た

と

き

、

他

の

保
険
を
や
め
た
と
v

〈
な
い
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
、

国

す
る
治
療
は
す
べ

て
保
険
で
受
け

、
他
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き
川

~
保
に
は
い
ら
な
い
と
い
う
わ
け
に
ら
れ
ま
す
。

転
入
し
て
き
た
と
き
な
ど
)
は
、

ザ
は
い
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、

患
者
が
た
と
え
ば
純
十
四
日
以
内
に
、
市
民
課
ま
た
は
~

叶

こ

の
制
度
は
、
加
入
者
の
相
瓦

度
の
高
い
貴
金
属
を
用
い
て
義
歯

出
張
所
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
γ

九
扶
助
を
は
か
る
社
会
保
障
制
度
だ
な
ど
の
作
製
を
希
望
す
る
場
合
に

ま
せ
ん
o

f

い
か
ら
で
す
。

乙
れ
を
保
険
医
療
に
と
り
入
れ
る

《

，，‘
-
-
J
-

、，，
t
-
J

‘、，
z
-
d
-

，‘、
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，，‘
亡、ご
、，，
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2
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-
J
E
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---J
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-
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，‘、
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-
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み

ん

な

の

町

で

す

不
燃
物
の
持
出
し
は

市政だより

不
燃
物
の
出
し
方
に
つ
い
て
は

収
集
日
の
前
日
か
、
当
日
の
午
前

八
時
ま
で
に
か
ぎ
り
各
町
内
所
定

の
集
積
所
ま
で
乱
雑
に
な
ら
な
い

よ
う
に
荷
造
り
し
て
持
出
し
す
る

乙
と
は
既
に
周
知
し
実
行
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
が
、

い
ま
だ
に
乙
れ
が
守
ら
れ
ず
、
い

つ
も
不
燃
物
集
積
所
は
ご
み
の
山

決
め
ら
れ
た
日
に

と
な
り
ど
み
捨
場
と
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

集
積
所
は
「
ご
み
捨
場
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

決
め
ら
れ
た
日
以
外
に
出
す
事

は
不
法
投
棄
と
し
て
処
罰
を
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
互
い
に
注
意
し
合

い
決
め
ら
れ
た
日
以
外
は
絶
対
に

出
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
、
き
れ

い
な
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

@
不
燃
物
集
積
所
に
出
さ
れ
る
も

の一
般
家
庭
よ
り
日
常
排
出
す
る

び
ん
類
・
か
ん
類

・
ト
タ
ン
く

ず
・
ガ
ラ
ス
く
ず
・
瀬
戸
物
く

ず

・
燃
え
が
ら
に
限
り
ま
す

ご
み
と
し
尿
の
相
談
は

大
村
市清

掃
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
②

二
八
一
四

②
|
三
五
三
九

森
園
町
一
四
七

O
番
地

l

i

-

-

帰

省

客

に

一

一

種

噛

調

舗

無

事

故

を

呼

び

か

け

一

J
日

V
i
z
-
-
柄

h

塵
吋
-
一
子
雌
曙

~
ー一J
a
a

一
一
一
一
一
時
帰
齢
鱗
麦
茶
と
お
し
ぼ
り
を
サ
ー
ビ
ス

…
t
 

…
γ

一

句

潟

藤

醸

大

村

青

年

会

議

所

(

橋

本

惰

理

た

ち

に

、

麦

茶

と

お

し

ぼ

り

の

よ

験

仏

町

購

難

関

事

長

)

は

、

大

村

警

察

署

や

松

原

l
ビ
ス
を
し
て
無
事
故
を
呼
び
か
~

議
騒
d
…

辻

哲

車

齢

圏

交

通

安

全

母

の

会

な

ど

と

タ

イ

ア

け

ま

し

た

。

'

九

¥

〈

瀦

撃

鰻

ッ

プ

し
て
、

八
月
十

六

日

松

原

の

こ

の

キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
は
今
年
で

一

~

襲

撃

暢
一
言

¥
i事
国

道

で

、
お
盆
を
ふ
る
さ
と
で
過

四
回
目
で
、

乙
の
日
は
約
四
百
台

~

ご
し
、
マ

イ
カ
ー
で
帰
省
す
る
人
の
車
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
し
た

戸

表害1日集収物燃不

三浦地区各町内ー 鈴田地区各町内

東浦. 前舟津. 外浦小路. 下久原.

岩舟. 日向平 上小路 須田メ木.

久原団地. 片町第1・第2.本小路.

東本町

三域第1・第2
1 向陽町

| 赤佐古. 旭町団地. 草場. 池の坊. 駅前アバート.

i 10区・ 11区. 池田アパー ト. 常盤団地.

l上諏訪 下諏訪 東諏訪 中諏訪 諏訪7区 8区
古町住宅. 古町5区・ 6区

山頭

杭出津3区 ・4区
|下杭出津.新城.佐古ノ川 協和町松山町.辻田町

向木場.

名

後木場.

西本町第1・第2.

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

上久原. 久原宮舎

岩舟住宅

本町第1・第2.

町

水田1区

池田 9区

大佐古.

田池

田柴

坂口.

小佐古田の平武部水主町

乾馬場諏訪1区

上杭出津

植松住宅小路口第3住宅植松.西小路.昭和通松並1・2丁目.

原口町古賀島町. 森園町.

原口住宅 今津町

大川田町. 竹松本町. 竹松住宅. 小路口住宅. 小路口町. 小路口本町

鬼橋町. 竹松町 宮小路1・2・3丁目. 宮小路九電社宅. 黒丸町

沖田. 寿古. 皆同. 今富. 立福寺. 弥鞘寺. 矢上. 草場. 橋本. 宮本

浦1区・ 2区. 南松本ー 北松本. 久津 寺本. 梶ノ尾. 山下. 梶ノ尾団地

野田 .重井田 北木場 今山 東光寺.野岳北・南 野田 . 平原.武留路

黒木 北川内 南川内ー久良原、中岳.田下 宮代 原 荒瀬

堺町.富の原1・2丁目 .桜馬場第1・第2.

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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“
λ
れ

、・/

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

を

中小企業に働く皆さんへ

金資活生住 宅 • 
県
内
に
居
住
し
、

県
内
の
中
小

企
業
に
三
年
以
上
勤
務
し
て
い
る

おおむ市政だより

未
組
織
労
働
者
に
住
宅
資
金

・
生

活
資
金
を
貸
付
け
ま
す
。

資
金
の
使
途
、
貸
付
金
額
、
償

還
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

住
宅
取
得
資
金

自
己
の
入
居
を
目
的
と
す
る
住

宅
の
新
築
、
ま
た
は
購
人
資
金

四
百
万
円
ま

で

期

間
は
木
造

十
八
年
、
耐
火
構
造
二
十
五
年

住
宅
改
良
資
金

自
己
が
入
居
し
て
い
る
住
宅
の

増
改
築
、
修
繕
な
ど
の
資
金
二

百
万
円
ま
で
期
間
は
十
年

住
宅
用
地
取
得
資
金

自
己
の
入
居
を
目
的
と
す
る
住

宅
の
建
設
用
地
取
得
資
金
並
び

に
住
宅
購
入
に
伴
う
用
地
購
入

資
金

(住
宅
取
得
資
金
と
併
用

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
住
宅
取

得
資
金
に
準
ず
る
)
三
百
万
円

ま
で
期
間
十
五
年

す 十 月
。日 v 二秋

問、十の
にー 全
わ 日国
fこーか 交
つ ら 通
て 三 安
実十 全
施日 運
さ ま動
れ でが
ま、 九

(5) 

さ下用不IJ、ー

運
転
者
講
習
会
が

開

か

ま

す

れ
乙
の
運
動
の
周
知
徹
底
の
た
め

運
転
者
講
習
会
を
下
表
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
講
し

て
下
さ
い。

生
活
資
金

医
療
、
冠
婚
葬
祭
、
そ
の
外
生

活
に
必
要
な
資
金
百
万
円
ま
で

期
間
は
五
年

貸
付
利
率

生

活

資

金

九

・
O
Mm

住
宅
関
係
資
金
各
取
扱
金
融

機
関
の
利
率
に
よ
る

取
扱
金
融
機
関

十
八

・
親
和

・
労
働
金
庫

・
長

崎
相
互

・
九
州
相
互

・
西
日
本

相
互
各
銀
行

(
直
接
お
申
込
み
下
さ
い
)

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ

戦
傷
病
者
を
ど
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
が
増
額

五
十
二
年
法
改
正
に
よ
り
、

次

の
と
お
り
、
特
別
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者

前
回
特
別
給
付
金

ろ
号

(十
万
円
)
を
受
給
し、

夫
で
あ
る
戦
傷
病
者
が
傷
病
恩

給
、
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
て

い
る
人

特
別
給
付
金
の
額

三
十
万
円

請
求
手

続

戸

籍

(
夫
と
妻
の
も

の
で
可
)
住
民
票
謄
本
、
思
給

証
書
及
び
印
か
ん
を
福
祉
課
、

|支部別別l 会 場‘ l閣月日 (曜)引| 時 間

|戸日l円門慨側蜘小一、

福重;福重 // /1 旧9.9C金)訓| 

竹松i竹松 M 11 19.12C月)1

萱瀬!萱瀬 11 19 16C金)i

西大村|市民会館ホ ーノレ 19.13C火)1

中央 11 11 19.14C水)1

鈴 田 |鈴田小学校体育館 i9.8C木)1

三浦I溝陸公民館 19.20C火)1

一般|市民会館三階会議室19抑制0"""'14:301 

運転者講習会日程表

※市民会館会場は車が混雑しますのでなるべく
乗り合せるなどして受講されるようど協力を
お願いします

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

/
へ
ど
持
参
下
さ
い
。

a-a圃
E・V
・-
白血田園田・
7

・・
A白
E
v
-
-
A圃
冒

V-E-A--v--A昼間
闘

詳
し
く
は
、
福
祉
課
社
会
係
へ

税:
務 i
Tご:
よ:
り:

特
例
措
置
の
恩
典
を

お
忘
れ
で
は
な
い
で
す
か

日
頃
か
ら
納
税
に
ど
協
力
頂
き

感
謝
し
て

い
ま
す
。

さ
て
、
最
近
住
宅
な
ど
家
屋
の

新

・
増
築
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
ど
承
知
の
と
お
り
家
屋

に
は
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。古

い
家
を
全
部
あ
る
い
は
一

部

解
い
た
場
合
、
解
家
部
分
の
滅
失

届
け
出
が
な
い
た
め
国
定
資
産
税

が
依
然
と
し
て
課
税
さ
れ
る
事
例

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

解
家
し
た
場
合
は
「
家
屋
課
説

台
帳
滅
失
登
録
申
請
書
」
を
必
ず

ど
提
出
下
さ
い
。

ま
た
、
固
定
資
産
を
持

っ
て
い

る
人
が
市
外
に
転
出
さ
れ
る
場
合

は、

市
内
居
住
者
の
中
か
ら
納
税

管
理
人
を
定
め
届
け
出
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す。

こ
の
届
け
を
し
な
い
と
納
税
通

知
書
を
正
確
に
送
達
す
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
の
で

「
納
税
管
理
人

指
定
届
」
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

励
行
し
て
下
さ
い
。

さ
ら
に
、
土
地
に
対
す
る
固
定

資
産
税
は
原
則
と
し
て
評
価
額
が

課
税
対
象
の
価
額
と
さ
れ
ま
す
が

住
居
の
用
に
供
す
る
家
屋
が
建
っ

て
い
る
敷
地
の
う
ち
住
居
二
戸
に

つ
き
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
〔
約
六

十
坪
)
ま
で
の
敷
地
は
詳
価
額
の

四
分
の
一

、
住
居
二
戸
に

つ
き
二

百
平
方
メ

l
ト
か
を
こ
す
部
分
の

敷
地
は
評
価
額
の
二
分
の
一
で
そ

れ
ぞ
れ
課
税
す
る
よ
う
特
例
措
置

が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

い
ま
だ
住
宅
用
地
申
請
書
の
提

出
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
乙

の
特
例
措
置
の
恩
典
を
受
け
て
い

な
い
人
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で

一
度
課
税
台
帳
を
閲
覧
の
う
え
申

請
書
提
出
未
了
の
人
は
早
急
に
手

続
き
を
済
ま
せ
て
下
さ
い。

な
お
、

申
請
書
用
紙
は
税
務
課

に
あ
り
ま
す
。
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お|

し i

り

せ

注
射
と
換
診

調
二
歳
児
健
康
診
査

異
常
を
早
く
発
見
し、

健
や
か

な
心
と
体
の
発
育
を
促
す
た
め
に

次
の
と
お
り
行
い
ま
す

対
象

昭
和
五
十
年
八
月
生
れ
の

人
を
対
象
と
し
ま
す
が
、

昭
和

五
十
年
三
月
か
ら
同
年
七
月
生

れ
の
人
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を

受
け
て
い
な
い
幼
児
も
お
受
け

下
さ
い

日
時

九
月
十
三
日
(
火
)
・

二
十

日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

t

二
時
(受
付
)

場
所

市
役
所
第
二
会
議
室

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い

な
お
、
現
在
、
は
し
か、

水
ぼ

う
そ
う
な
ど
病
気
に
か
か

っ
て
い

る
お
子
さ
ん
は
次
回
に
お
受
け
下

さ
い

国
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健
康
相
談

生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
も
健

※ 

ヅタ・'.~
襲撃長

康
相
談
を
受
け
て
い
な
い
乳
児
と

現
在
妊
娠
中
の
人
は
、
で
き
る
だ

け
お
受
け
下
さ
い

!月日 i時間 l場所i対 象
盟日IJ:30-11: 00国 塑塑生堂竺月までの乳児

19:30-11:001hh--I-/1UJ;rF-=1 9月 12 日 1 1g:gL-A~:XX I竹松出張所! 乳幼児113:00-15:001 IJ ~;r，:1-W =r)1 1 

9月13日19:30-11:001大村保健所|生後4カ月-6カ月の乳児

9月初日I9:30-11: 001 11 生後7カ月以上の乳児 !

9月21日I9: 30-11: 001福重出張所|妊婦と乳幼児 i 
i9月26日19:30-11:001三浦出張所| 11 

※大村、西大村地区の人は大村保健所をど利用下さい。

@
な
お、

福
重
地
区
の
母
子
相
談

は
今
月
の
み
第
三
水
曜
日
の
午
前

中
に
変
更
し
ま
す

圃
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

八
混
合
)
の
予
防
接
種

市
政
だ
よ
り
七
月
十
五
日
号
に

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

記
載
し
て
お
り
ま
し
た
が
再
度
お

知
ら
せ
し
ま
す

該
当
者

第
一

期
の

二
回
免
疫
者

生
後
二
十
四
カ
月
か
ら
四
十

八
カ
月
ま
で
の
人
で
接
種
が

程日施実国
循
環
器
検
診
の
結
果

七
月
上
旬
に
実
施
し
ま
し
た
、

循
環
器
検
診
の
結
果
、
診
察
の
お

す
す
め
の
通
知
が
八
月
二
十
五
日

ま
で
に
届
か
な
か
っ
た
人
の
所
見

は、

「
異
常
な
し
」
で
す
の
で
、

ど
承
知
下
さ
い
。

圏
今
月
の

献
血
車
巡
回
は
中
止

毎
月
第
三
木
曜
日
は
、
日
赤
採

血
車
に
よ
る
献
血
を
、
市
役
所
玄

関
前
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
九

月
十
五
日
は
都
合
に
よ
り
中
止
し

ま
す。

完
了
し
て
な
い
人

第
二
期
追
加
免
疫
者

初
回
免
疫
接
種
後
、
十
二
カ

月
か
ら
十
八
カ
月
に
至
る
期

間
の
人

料
金

無
料

募

集

翻
市
民
音
楽
祭
の

出
演
者

市
民
音
楽
祭
は、

十
一
月
十
二

日

(土
)
に
開
催
さ
れ
ま
す。

出
演
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
次

の
と
お
り
お
申
込
み
下
さ
い。

出
場
資
格

市
内
に
在
住
及
び
勤

務
す
る
人、

グ
ル

ー
プ

種
目

邦
楽

・
器
楽

・コ

ー
ラ
ス

声
楽

経
費

出
場
に
必
要
な
経
費
は

一

切
自
己
負
担
と
す
る

所
要
時
間

-
個

人

・
グ
ル
ー
プ

五
分

十
分

‘' 

出
場
申
込

所
定
の
申
込
書
で
申

込
む
こ
と

申
込
期
日

九
月
二
十
日

(火
)

ま
で

連
絡
及
び
提
出
先

市
教
委
社
会

教
育
課

E
③
|
四
一
一
一

※
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
上
出
場
団

体
が
多
い
場
合
に
は
、

次
回
に

お
ね
が
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
踊
昭
和
問
年

歌
会
始
の
お
題
と

一
詠
進
歌
の
一
詠
進
要
領

お
題

『
母
』

(歌
に
は
母
の
語

意
の
あ
る
他
の
言
葉
た
と
え
ば

「た
ら
ち
ね
」
「
め
お
や
」
な

ど
と
用
い
て
も
よ
い
が
、
人
聞

を
は
じ
め
生
命
の
あ
る
動
物
の

女
親
を
題
材
と
し
た
歌
に
限
る

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

O
自
作
未
発
表
の
歌
で
一

人

一
首

と
し
ま
す

O
用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自

書
し
て
下
さ
い

O
病
気
、

ま
た
は
身
体
障
害
の
た

め
毛
筆
で
白
書
で
き
な
い
場
合

は
代
筆
で
も
差
支
え
あ
り
ま
せ

ん
が
、
代
筆
の
理
由
を
書
い
た

別
紙
を
添
え
て
下
さ
い

盲
人
の
人
は
点
字
で
詠
進
し
て

も
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん

O
書
式
は
半
紙
を
二

つ
折
り
に
し

た
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半

面
に
住
所
、
氏
名

(本
名
、
ふ

り
が
な

っ
き
)
生
年
月
日
、
職

業
を
書
い
て
下
さ
い

一
詠
進
期
間

十
月
十
一
日
ま
で

(当
日
消
印
有
効
)

送

付

先

干

一
O
O
東
京
都
千
代

田
区
千
代
田

一
番

一
号

宮

内

庁
と
し
、

封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
下
さ
い

※
詳
し
く
は
市
秘
書
広
報
課
へ

固
有
財
産
の
公
売

左
記
の
と
お
り
固
有
財
産
の
公

売
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
北
九
州
財
務
局
長
崎

財
務
部
、
市
役
所
及
び
現
地
に
掲

示
の
公
示
書
を
ど
覧
下
さ
い
。

売
払
物
件
一

原
口
町
九
四

一
ll
二

土

地

宅

地

三
七

0
・
0
七
d

亮
払
物
件
ニ

原
口
町
九
四
一
ー
三

土
地

宅
地

三
三
二

・
四
五
2m

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

現
地
説
明

九
月
十
九
日

入
札

九
月
二
十
日

な
お
、
現
地
説
明
に
参
加
し
な

い
人
は
入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
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※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

も

よ

お

し

覇
第
叩
回

家
庭
教
育
映
画
会

映
画
「
父
母
に
ま
な
ぶ
」

一
青
年
の
回
想
ド
ラ
マ
の
中
で

子
ど
も
が
将
来
、
社
会
人
と
し
て

巣
立

っ
て
行
く
の
に
必
要
な
資
質

は
家
庭
教
育
に
お
い
て
身
に
つ
け

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

乙
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
親
が
人

生
に
意
識
的
に
取
組
ん
で

い
れ
ば

自
然
に
培
わ
れ
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
考
え
ま
す
。

日
時

九
月
十
四
日

(
水
)
午
前

十
時
か
ら

場
所

中
央
公
民
館

申
込

電
話
で
中
央
公
民
館
へ

一

マ
久
原
団
地
の
船
本
行
徳
さ
ん

↑

は
、
胡
瓜
八
キ
ロ

、
ナ
ス

一

キ
ロ

一
マ
松
並
町
の
草
村
瞭
子
さ
ん
は

一

舞
踊
慰
問、

三
千
円

一

マ
松
並
町
の
若
草
民
踊
子
供
会

~

三
十
五
人
は
、
歌
踊
尉
問
、

E
②
|
四
三
二一

-
竹
松
駐
と
ん
地

記

念

行

事

陸
上
自
衛
隊
竹
松
監
と
ん
地
で

は
、
駐
と
ん
地
創
立
二
十
五
周
年

及
び
第
七
高
射
特
科
群
創
隊
三
周

年
記
念
行
事
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
竹
松
地
区
の
敬

老
会
の
諸
行
事
も
当
駐
と
ん
地
で

行
わ
れ
ま
す
の
で
、

市
民
の
み
な

さ
ん
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

日
時

九
月
十
五
日
(木
)

午
前
十
時

t
午
後
三
時

場

所

竹

松
駐
と
ん
地

主
要
行
事

記
念
式
典

・
竹
松
五

十
五
年
の
あ
ゆ
み
(一

大
絵
巻
)

郷
土
芸
能
・
防
衛
展

・
子
供
レ

ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

清

園

p、、

和二
千
円

マ

一
ノ
郷
の
橋
本
正
利
さ
ん
は

三
万
円

マ
宮
小
路
二
丁
目
の
松
尾
悦
子

さ
ん
は
、
タ
バ
コ

五
十
三
個

マ
徳
泉
川
内
郷
の
安
藤
忠
義
さ

ん
は
、
西
瓜
六
個

習

A 
Z支

講
圃
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

教

室

l
レ
ケ
ソ
ン
ゲ
専
科

l

.一…一…・ー…ー…ー…ー…ー…ー…ー…ー…ー

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、

仲
間
づ
く
り
と
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

を
し
ま
す
。

レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
に
関
心
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
人
は

多
数
ど
参
加
下
さ
い
。

日
時

九
月
十
二
日
(
月
)
十
三

日

(
火
)
二
日
間

午
後
七
時

t
九
時

内
容

み
ん
な
で
う
た
お
う

・
つ

ど
い
の
う
た
・

シ
ン
ギ
ン
グ
ソ

ン
グ

・
乙
れ
だ
け
は
知
っ

て
お

き
た
い
う
た
な
ど

場
所
中
地
区
公
民
館

主
催

大
村
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

指
導
者
ク
ラ
ブ

共
催

市
教
育
委
員
会

申

込

住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
九

月
十
二
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
電

話
で
、
玖
島
郷
二
五
、
市
社
会

教
育
課
(
軍
③
|
四

一
一
一
)

へ
※
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
の
ブ

ロ
グ
ラ
ム
計
画

。
十
月

⑤
十
一
月

軽
ス
ポ
ー
ツ

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

市
勤

労

青

少

人

(
月

・
木
曜
)

受

講

料

無
料
(教
材
費
実
費
)

へ

ク

年
ホ

l
ム
で
は

生
花

六
十
人

(
火
・

金
曜
)
・
申
込
み
希
望
者
は
所
定
の
用

υ

…

ん

か

本

年

度
後
期
の

着
物
着
付

五
十
人
(水
・金
曜
)

紙
に
記
入
し
て
九
月
二
十
日

ん

…

さ

E
ん

教
養
講
座
を
開

茶
ノ
湯

二
十
五
人
(
木
曜
)
ま
で
に
ホ

i
ム
へ
申
込
ん
で

…

者

』

、

卓

球

二
十
人

(月

曜

)

下

さ

い

〈
皆
七
一
-
せ

講
し
ま
す

が

山

座

手

芸

二
十
五
人
(
火
曜
)

電
話
で
も
受
付
け
ま
す

の

f

E
次
に
よ
り
受
講

円

苦

言

木

彫

二

十
五
人
(
水
曜
)

・

講
座
時
間
は
各
講
座
に
よ
り

ん

年

寄

生
を
募
集
し
ま

・

』

-

を

し

社

交

タ

ン

ス

三
十
人
(
月
曜
〉

多
少
変
更
が
あ
り
ま
す

少

妻

す

掌
由
円

-5

期

間

十

月
か
ら
来
年
三
月
ま

で

・

定

員
に
達
し
た
折
は
、

受
付

ん

青

教

行

ふ
る

っ
て
受

資
格

市
内
居
住
者
ま
た
は
市
内

順
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

山

川

労

相

吉

講
し
ま
し
ょ
う

の

事

業

所
で
働
い
て
い
る
満
十

大
村
市
勤
労
青
少
年
ホ

l

一

〈

勤

講

座

内

容

五

歳
以
上
三
十
歳

ま

で

の

勤

労

ム

血

@
i
一
三
五
三

料
理

六

十

青

年
男
女

ト
・
マ

ジ
ッ
ク

園
初
歩
の
写
真
教
室

秋
ま

つ
り
、

運
動
会
な
ど
カ
メ

ラ
に
親
し
む
季
節
に
な
り
ま
す。

そ
ん
な
時
、

カ
メ
ラ
の
写
し
方

な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
知
識
と
技
術

が
あ
れ
ば
美
し
い
写
真
が
で
き
ま

す
。そ

う
し
た
初
心
者
の
た
め
の
写

真
教
室
を
聞
き
ま
す。

日
時

九
月
十
九
日

t
十

一
月
二

十

八

日

毎

週
月
曜
日

午

後

七
時

t
九

時

十

回

場
所

中
央
公
民
館

対

象

一

般
成
人

定
員

三
十
人

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師

中
島
泰
二
先
生

申
込

住
研
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
を
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
申
し
込

ん
で
下
さ
い
(
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
)

申
込
先

中
央
公
民
館
久
原
郷

一
ー
一

E
@
i
四一
ニ一

一一

通

行

止

め

市
は
、
下
水
道
工
事
の
た
め
、

次
の
と
お
り
車
両
の
通
行
を
制
限

し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
特
に
周
辺
住

民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ど

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

田
中
鉄
工
所
横
l
海
岸
ま

場
所で

期
間

九
月

一
日

t
来
年
一
月
末

日
ま
で

制
限

全
面
通
行
止

一
大
川
田
都
市
下
水
路
ケ
i

一

一

ブ

ル

線

移

設

工

事

一

場
所

富
の
原
二
丁
目

(富
士
ピ

ー
エ
ス
コ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
側

1
日
冷
食
品
工
業
蜘
)

期
間

九
月
一
日

t
九
月
三
十
日

制

限

全

面
通
行
止
め
(
期
間
中

十
日
間
)

松
山
雨
水
幹
線
工
事
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相

吾'R
ログt

園
行
政
相
談
日
を
開
設

行
政
管
理
庁
の
行
政
相
談
委
員

は
、
公
正
な
第
三
者
の
立
場
か
ら

皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

国

・
県

・
市

・
公
社
な
ど
の
役

所
の
仕
事
に
つ
い
て
苦
情
や
要
望

質
問
な
ど
お
持
ち
の
人
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
i

日
時

九
万
八
日

八
時

t
十
二
時

市
役
所
市
民
相
談
室

場
所

園
無
料
法
律
相
談

九
月
二
十
二
日

毎
月
第
三
木
曜
日
に
実
施
し
て

い
ま
す
無
料
法
律
相
談
の
九
月
実

施
日
を
つ
ぎ
の
第
四
木
曜
日
に
変

更
し
て
行
い
ま
す
。

日
時

九
月
二
十
二
日
(
木
曜
)

午
前
九
時
三
十
分

l
午
後
三
時

場
所

市
役
所
市
民
相
談
室

図
土
地
・
建
物
の
登
記

無
料
相
談
日
を
開
設

登
記
に
は
、
土
地
の
分
筆

。
合

筆

・
地
目
変
更

・
地
積
更
正

・
建

物
の
新
築

・
増
築

・
滅
失
な
ど
の

表
示
に
関
す
る
登
記
と
、
所
有
権

の
保
存

・
所
有
権
移
転

・
抵
当
権

設
定
そ
の
他
権
利
に
関
す
る
登
記

が
あ
り
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
こ
れ
ら
登
記

の
制
度
ゃ
、
そ
の
手
続
な
ど
に
つ

い
て
概
ね
会
得
し
て
お
く
乙
と
も

必
要
と
思
い
ま
す
。
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F
t
，，、
=re守

i
T

叫

一

ど

さ

き

に
預
り
ま
し
た
老
齢

・
障
害
・
母
子

γ

V

J

証
書
を
次
の
と
お
り
交
付
し
ま
す
O

J

川

童

日

交

付

期

間

ん

証

す

九
月
五
日

t
九
月
十
七
日

一

A

Z

-

i

交
付
場
一町

v

A-

v
d
u」』
』

C

市
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
出
張
所

)

ん

年

し

た

だ

し
、
新
城
と
荒
瀬
地
区
の
人
は
市
保
ム

~

祉

付

険
年
金
課

へ
お
い
で
下
さ
い

(

V

福

支

持

参

す

る
も
の

γ

A

j

r

保
管
証

・
印

鑑

川

J
 

Ar-句、
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=1-tf'drfJ7
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t
f
r
J
J
一三ょ
う

二三
〈

一
fef、

そ
の
知
識
が
乏
し
い
た
め
、
や

や
も
す
れ
ば
問
題
に
で
く
わ
し
て

は
そ
の
解
決
に
苦
し
み
、
あ
る
い

は
不
測
の
損
失
を
被
る
こ
と
も
あ

る
か
ら
で
す
。

つ
い
て
は
、
市
民
の
便
益
を
図

る
た
め
専
門
者
に
よ
る
登
記
相
談

そ
毎
月
第
二
金
曜
日
に
開
設
し
一

般
市
民
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で

登
記
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
お
わ
か

り
に
な
ら
な
い
人
は
、
お
気
軽
に

ど
相
談
く
だ
さ
い。

日
時

九
月
九
日

午
前
九
時
三
十
分

l

午
後
三
時
三
十
分

場
所

市
役
所
市
民
相
談
室

(
な
る
べ
く
相
談
に
関
係

の
あ
る
書
類
を
ど
持
参
下

さ
い
)

ス

ポ

ー

ツ

薗
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の

結

果

参
加
チ
l
ム
数

小
学
生
三
十
九
チ
!
ム

中
学
生
四
十
二
チ
l
ム

成
績

占

小
学
生

優

勝

準
優
勝

乾
馬
場

協

松

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

三
位
古
町
六
区
一

三
位
下
諏
訪

優

勝

宮
小
路

準

優

勝

若

潮

三

位

諏

訪

三

位

九

電

優
秀
選
手
賞

小
学
生

橋
口
順
一

(乾
馬
場
)

善

浩

一
(
協

松

)

中
学
生

小
田
晴
彦
(宮
小
路
)

浦
越
孝
信
(
若
潮
)

中
学
生

闘
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ピ
ッ
子
選
手
た
ち

県
下
大
会
で

三
パ

i
ト
に
優
勝

長
崎
県
下
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
、
八
月
四
日
、
大
村
市

民
体
育
館
を
中
心
に
参
加
チ
l
ム

男
子
(
十
三
)
、
女
子
(
五
十
)、

計

六
十
三
チ
l
ム
が
各
パ

l
ト
に
分

か
れ
優
勝
を
あ
ら
そ
い
ま
し
た
。

八
成
績
〉

。
男
子
の
部
(
A
・

B
パ
!
ト
)

A
パ
i
ト
で
松
原
ク
ラ
ブ

B
パ
!
ト
で
福
重
ク
ラ
ブ

そ
ろ
っ
て
優
勝
を
大
村
市
が
独

占
し
ま
し
た

。
女
子
の
部
(
A
|
↓

F
パ
l
ト
)

C
パ
l
ト
で
西
大
村
ク
ラ
ブ
凶

が
優
勝
し
ま
し
た

@
福
重
ク
ラ
ブ
(
男
子
)
は
、
二
年

連
続
優
勝
で
す

悶
長
崎
県
少
年

武
道
大
会
で

柔
道
中
学
生
の
部

三
位
入
賞

吋
去
る
人
月
七
日
長
崎
国
際
体
育

館
で
長
崎
県
明
る
い
社
会
。
つ
く
り

運
動
推
進
協
議
会
主
催
に
よ
る
第

五
団
長
崎
県
少
年
武
道
大
会
に
お

い
て
大
村
市
中
学
校
チ
!
ム
が
三

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

(
大
村
市
柔
道
協
会
)

そ

の

f色

野
岳
定

増喜
便ヌ

ス

九
時
三
十
五
分

十
時
三
十
分

八
月
中
は
臨
時
パ
ス
と
し
て
運

行
し
て
い
ま
し
た
が
、

九
月
一
日

以
降
は
定
期
路
線
パ
ス
と
し
て
運

行
し
ま
す。

ご
利
用
下
さ
い

タ
ー
ミ
ナ
ル
発

野
岳
発

圏
新
着
図
書
の
ご
案
内

市
立
図
書
館

都
小
平
伝

(和
田
武
司
)
若
き

母
に
語
る

(
波
多
野
勤
子
)
岸
辺

の
ア
ル
バ
ム
(
山
田
太
一

)
キ
ャ

ン
プ
リ
ー
ダ
ー
必
携
(
神
奈
川
県
)

ア
l
ト
フ
ラ
ワ
ー
(
笠
原
貞
男
)

革
細
工

(谷
保
二
)
紙
お
も
ち
ゃ

(伊
藤
ひ
で
お
)
き
ょ
う
の
お
料

理
と
お
菓
子
の
本
(
永
松
和
)
楽

し
い
染
め
物
(
和
田
絢
子
)
小
さ

な
木
彫

(
大
山
昭
子
)
押
し
花
づ

く
り
(
柳
川
昌
子
)
女
が
外
に
出

る
と
き
(
犬
養
道
子
)
終
戦
史
録

(外
務
省
)
月
光

・
遠
い
海
(
井

上
靖
)
引
潮
(
正
野
潤
三
一
)
終
身

不
能
囚

(森
村
誠

一
)
お
ゆ
き

(

小
山
内
美
江
子
)
侵
食
者
(
広
瀬

仁
紀
)
原
爆
の
絵

(
童
心
社
)
富

士
山
九
九
の
謎
(
春
田
俊
郎
)
重

役
室
部
時
(
山
田
智
彦
)
漢
学
者

伝
記
集
成
(
竹
林
貫

一
)
酒
を
愛

す
る
男
の
酒
(
矢
口
純
)
ス
ポ
ツ

ク
博
士
の
し
つ
け
教
育
(
ス
ポ
ツ

ク
〉
日
本
歌
謡
集
成
(
高
野
辰
之
)

竹
松
出
張
所
図
書
室

橋
口
文
庫

子
ど
も
図
書
館
ジ
ャ
ム
ね
こ
さ

ん
(
松
谷
み
よ
こ
著
)
他
全
加

F

巻

な
か
よ
し
え
ど
う
わ
、
時
間
よ
と

ま
れ

(福
島
正
実
著
)
他
全
別
巻

新
美
南
吉
童
話
選
集
全

5
巻
、
幼

年
版
シ

i
ト
ン
動
物
記
全

8
巻、

フ
ァ

!
ブ
ル
乙
ん
ち
プ
つ
記
全

7

巻
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